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会場に 18期生の北風さんのピアノ演奏が流れ
る中、平成 30年 1月 17日(水) ホテル・アゴー
ラリージェンシー堺に於いて「NPO法人堺観光
ボランティア協会 新年祝賀会」が開催されまし

た。今年は総勢 188名の参加者です。
まず、川上浩協会理事長より新年の挨拶と共

に「今朝の新聞に、百舌鳥・古市古墳群を正式

にユネスコに推薦することが決まり、ユネスコ

の諮問機関が 9月頃には現地調査に入るとの記
事が載っていました。2020年の東京オリンピッ
ク、2021年ワールドマスターズゲームズのサッ
カー会場が堺に、2022年の千利休生誕 500年な
ど、嬉しい悲鳴が聞こえてきそうな話題の数々

です。会員の皆様にとって今年が昨年より更に

アクティブな１年になるように楽しんで活動し

て頂きたい。」と挨拶がありました。続いてご来

賓の堺市文化観光局局長 笠谷実様と（公社）堺

観光コンベンション協会事務局長 草野宏基様

より、「会員の皆様の爽やかな笑顔と活気で堺の

観光を盛り上げていきましょう！」とのお言葉

を頂戴いたしました。引き続き、ご出席の来賓

の方々の紹介が終わると永年勤続者の表彰があ

りました。協会で 10年にわたり活動を続けてこ
られた 11名に（欠席者 3名）表彰状とゴールド
ストラップ付きの名札とバッジが贈呈されまし

た。川上理事長、小寺事務局長を交えて、満面

の笑顔での記念撮影です。

壇上に着物姿も艶やかな 3名の女性会員が登
場。3名による乾杯の音頭で宴が始まりますと、
今やすっかりお馴染みとなったユニークな被り

物とスーツ姿のハニワ課長が、今年も特別ゲス

トとして登場です。会場割れんばかりの拍手。

これからの１年を漢字で表すと？の問いに、漢

字の書けないハニワ課長に代わり同僚の市職員

が色紙に代筆、「嬉」の一文字でした。

次の古墳ダンス

で場内が一気に盛

り上がり、壇上に

は昨年入会の 25、
26、27期生が登場。
会の名前と各人の

挨拶がありました。

ピアノ演奏が流れ

る中、宴も盛り上

がり、円卓では日

頃なかなか顔を合わす機会のない会員間の会話

が弾みました。「風の鼓」の和太鼓、ハーモニカ

の演奏、宴もフィナーレに近づくと「堺観光ボ

ランティアの歌」をピアノの伴奏と協会有志の

歌連隊のリードで大合唱。盛り上がりが最高潮

に達したところで、予定通り 3時間で髙三相談
役の中締めで閉会となりました。

改めて当協会の力強さを実感した一日でした。

「皆さんありがとう」の気持ちと感動を明日か

らの活動の糧に、家路へ。 （佐伯 勇次 記）
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恒例  新年祝賀会     来賓 皆様 協会員  美味  料理  酒 充分 楽        

       宴 使用      徳利    猪口        会場 盛 上        徳利  

  猪口   協会員 有志   日 為  頑張  製作       裏方 苦労話 紹介    

＊竹取日記 ［杉本 信子］

1月 17日(木）の堺観光ボランティア協会恒例の「新年
祝賀会」では、お飾り付きの竹製の大きな徳利が用意され

ました。中身は 44年振りに復興されました堺泉酒造さん
の銘酒「千利休」です。

青竹のお猪口で召し上がられた方も多いかと存じます。

「癌封じの笹酒」と喜ばれ、新春を寿ぐ祝いのお席にとて

も相応しいように思います。

これらの「徳利」や「お猪口」は、実は堺観光ボランテ

ィア協会の会員有志が作ったものなのです。堺市南区畑に

お住まいのＭ会員のご厚意とご指導で、4年前から作り始め、新年祝賀会で皆様にご利用いただいて
います。その製作現場の様子をお知らせ致します。

12月 27日 10時、晴。寒風の中、Ｍ会員宅に会員 6名
集合。手入れの行き届いた竹林まで徒歩 5分。「徳利」用
の孟宗竹を鋸で伐り倒し枝を落として、車でＭ会員宅へ運

ぶ。一升瓶の蓋より少し大きい注ぎ口が出てくるように竹

を斜めに切る。ご存知の方もおられると思いますが、竹は

斜めに切る作業が大変難しい。酒の注ぎ通路を彫刻刀で彫

る。節の黒ずみが取れるまでメラミンスポンジで丁寧に洗

う。やっと黄金色の節の輪が出てくる。バンザーイ！の後、

内側の濯ぎもしっかりする。この濯ぎが足りないと後々黒

ずんでくる。13個の「徳利」がやっと完成。15時解散す
る。

1月 10日 9時 45分、曇り時々小雨。寒風の中、Ｍ会員
宅に会員 6名集合。今日はお猪口用に真竹を伐る。持ち帰
り短く切りそろえる。呑み口を小刀で薄くし、サンドペー

パーで磨く。後の洗い濯ぐ作業は前回と同様で念入りに。

「お猪口」を 200個程作る。16時 30分解散。
ご参考までに、竹の見分け方は、幹の太いのが孟宗竹、細いのが真竹で、孟宗竹は節の下に輪があ

り、真竹は節の上下に 2本の輪がある。竹と笹の違いは、竹は大型。皮が剥がれる。茎の部分を利用。

＊２月号 インデックス（目次）

新年祝賀会 Ｐ１ 定点ガイド部ニュース Ｐ11

竹取日記（徳利・お猪口作り） 2 広報部ニュース（月間予定表） 14

事務局ニュース 3 インフォメーション（語学同好会） 15

総務部ニュース 3 ガイド便利ＭＥＭＯ 15

研修部ニュース 4 トピックス 17

事業部ニュース 4 あ・ら・かると 18

ツアーガイド部ニュース 5 施設・店舗の休館（休業）日 19

企画部ニュース 11 平成 29 年 12 活動実績と内容 20
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笹は小型。皮が剝がれない。葉を利用。

最後になりますが、今年も、ご来賓の皆様、会員の皆様が青々として美しい竹から一層の元気を貰

っていただけるよう願って製作しました。M会員のご厚意で、来年以降もこの徳利とお猪口が新年祝
賀会に届けられますように。

事務局ニュース

＊理事会・運営会議報告

平成 30 年 1 月 10 日（水）午後 2時から、堺市総合福祉会館 第 1会議室において、第 2回理事会

と運営会議を開催いたしました。30 名の理事・監事が出席しました。

理事会では、11 月末日現在の予算実績の報告があり、「堺事件を語り継ぐ会」の特別協力について

は討議の上、承認されました。

運営会議における各部からの活動報告については、各部門のニュースを参照願います。

＊理事長報告

1 12月 20日（水）、渋谷のＮＨＫに「大河ドラマを堺へ」の 2回目のプレゼンに行かせて頂きまし
た。前会長の籾井様が替わられたこともあり、今の上田会長にも、堺の気持ちをお伝えするため

です。会長をはじめドラマ関係部署のトップの皆さまに、朝９時からプレゼンさせて頂きました。

強敵もあるようですが、千利休が主人公の大河ドラマ、期待しています。2022年は千利休生誕
500年です。

2 「ワールドマスターズゲームズ 2021関西堺」の基本計画の策定支援業務の委託先を決める選定
委員会に、6名の委員の中の１名として出席しました。

3 大阪モーターショーの公式ガイドブックに堺を載せる件について、以前に報告しましたが、4ペ
ージを割いて載せて頂きました。

総務部ニュース

＊会員の状況

1 月は、会員の移動はありません。この結果、1月 1 日現在の正会員数は 244 名、賛助会員数は 16

名です。

＊お客さまの案内人数が、１月２０日に、２００万人を達成しました

当協会の創立（平成 7年 4 月）以来、ご案内したお客さまの数が 12 月末で 199.5 万人となり、200

万人の大台が間近でしたが、１月 20 日(土)、ついに 200 万人の大台にのりました。素晴らしいこと

です。皆さんで喜ぶと共に、200 万人案内達成を内外に大いにＰＲしてください。

＊平成３０年の「新年祝賀会」を実施

平成 30 年 1 月 17 日(水) 12 時から、「新年祝賀会」をホテル・アゴーラリージェンシー堺で開催

しました。ご招待のお客様 12 名と会員 176 名の参加があり、当協会創立以来の最多の参加者で、大

盛況でした。

＊「新年祝賀会」に欠席の方へ

「新年祝賀会」で、出席者には、宮内庁からの“賜り物”を配布しました。欠席された方は、観ボラ・

オフィスにありますので、2月末までに取りに来てください。

＊体調管理に気を付けて活動に参加してください

体調を崩されて定点配置などに就けないなどの連絡を受けるケースが、最近特に増えてきました。

どうかこれからますます寒くなりますので、体調管理には十分に気を付けて、無理をしない範囲で活

動をお願いします。また、屋外配置の場合には、適宜交替して“暖”を取ってください。
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＊協会の情報連絡を良く読んでください

協会からの連絡事項・情報の伝達には大変苦慮しています。現状はごく限られた方法でしか伝達手

段がありません。どうか次の事項については、即実行をお願いします。

・協会からのメール発信があります。メールは一日に１回は開封して着信を確認して、内容をよく読

んでください。

・毎月発行の協会ニュースには、必ず目を通してください。協会活動に必要な伝達事項・情報が満載

です。

研修部ニュース

＊２７期生が入会しました

27 期生は 12 月 22 日（金）に入会式を行い、12 名の方が入

会しました。同期会名は「水仙二輪の会」です。27 期の皆さ

んは、1月から展望ロビーと大仙公園観光案内所で、元気に配

置に就いています。配置で一緒になられた方は、よろしくご

指導の程お願いします。また、3月からは残りの定点配置箇所

についても研修を行い、順次、定点配置活動箇所の拡大を行

っていきます。

＊２９年度会員交流会が行われました

昨年 12 月に募集しました会員交流会は、1月 23 日(火)に実施の兵庫県伊丹市周辺(昆陽寺、白雪

長寿蔵で昼食、有岡城址、他)に 65 名が参加。1月 31 日(水)の奈良県葛城市周辺(当麻寺、「玉や」

で釜めし昼食、石光寺、置恩寺他)に 40 名の申し込みを頂いての実施です。幸い、両日とも心配して

いた定点配置への影響が出なかったので、申込み者全員に参加して頂けることになり、両日とも、現

地のボランティアガイドさんの案内でご当地の名所見学、食事やバスの中での談笑等有益な会員交流

が出来ました。

＊２９年度第２回全体研修会(予告)

3 月 28 日(水) 10 時～12 時、及び 3月 30 日(金) 14 時～16 時の 2 回、本年度第 2回目の全体研修

会を計画中です。演題は「戦国期 堺人物伝 -牡丹花肖伯を中心に-」と題して、元堺市博物館学芸

課長の吉田豊様に講演して頂きます。

詳細は 2月号協会ニュース封筒に同封し、2月中に申し込みを受け付けます。

事業部ニュース

＊「北向道陳忌」が開催されました

1 月 18 日（木）12 時から、妙法寺にて、第 2回「北向道陳忌」（法要、佐々木妙章副住職の法話、

雑魚寝館亀井館長のお茶の話）が開かれました。

当協会は、呈茶のおもてなしの応援と「利休の才能を見抜いた目利き、北向道陳」の華美芝居を上

演しました。

＊「鉄砲鍛冶屋敷調査報告会」が開催されました

1 月 21 日（日）13 時 30 分から、関西大学堺キャンパスにて、堺市・関西大学なにわ大阪研究セン

ター主催で、「蔵のとびらを開いてみれば― 鉄砲鍛冶屋敷 井上関右衛門家資料調査報告会―」が、

開催されました。当協会も有志が調査協力隊として、毎月２回、鉄砲鍛冶屋敷調査に協力しており、

会場でも参加者に紹介されました。

＊「さかい利晶の杜」 開館３周年企画 文化講話対談「天王寺屋と堺」が、開催されます

3 月 11 日（日）13 時から、さかい利晶の杜の三千家茶室にて、大徳寺龍光院小堀月浦住職をお招
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きしての記念講演会が行われます。当日は記念講演会に先立ち 12 時から、龍光院御好 茶名「大通庵」

の呈茶のお楽しみもあります。本企画は、2022 年の利休生誕 500 年に向けての歴史文化活動を応援

するもので、堺観光ボランティア協会が企画プロデュースを担当し、特別協力しています。

＊各プロジェクトの活動

・イベント工房 …道明寺まちづくり協議会よりの依頼で、「道明寺まつり」に使われる菅原道真公の

衣装を制作中です。

・華美芝居 PJT … 1月は、18 日(木）妙法寺「北向道陳忌」、23 日(火）錦校区地域会館、24 日(水）

御池台地域会館にて公演しました。

2月は、21 日(水）日置荘会館、23 日(金）妙國寺で「堺事件」他を公演予定で

す。

❆華美芝居の公演依頼は多数あります。

・ＪＡ情報誌［ＣＲＯＰ］… 2月号は「堺区・北旅籠町」、3月号は「西区平岡町」です。

❆「スケッチ集」を観ボラ・オフィスで好評販売中です。

ツアーガイド部ニュース

＊自転車ツアーガイド研修のお知らせ

自転車観光ツアーコースは堺では多くありませんが、日本ではトレンドとして注目されてきました。

堺では伝統産業に自転車があり、自転車はアップダウンがほとんどない旧市街地めぐりや、百舌鳥古

墳群を周遊する移動手段として最適な乗り物です。今後の自転車観光ツアー希望者の増加を見込み、

対応できるガイド養成の勉強会を行います。

・日時：3月 13日（火） 10時～12時 15分
14時 15分～16時 30分 いずれかの時間に参加下さい。

集合場所：花と緑の交流館１階多目的ホール（堺市都市緑化センター隣り）

詳細は、協会ニュース 2月号に同封のチラシをご覧ください。

＊２６期生対象「ツアーガイドの為のまち歩き③」勉強会を実施します

今回は、旧市街中部をめぐります。堺観光には欠かせない菅原神社と開口神社が中心の勉強会です。

ベテラン、中堅会員の皆さんも復習の為の参加を歓迎します。奮ってご参加下さい。

・日時：3月 27日（火）9時 30分 解散：12時頃
・集合場所：堺伝統産業会館前

参加申込は、3月の活動予定表に“〇”を付けて下さい。

＊第２０回企画ツアーは「伝統産業と町家暮らしを楽しんでみましょう」です

堺七まちのひな飾りの見学と、堺伝統産業会館では、線香作りの見学と体験もできます。七まちで

は町家の見学もしていただけます。

・日時：3月 24日（土）13時 15分～15時 30分
・集合場所：堺伝統産業会館前 解散 綾ノ町電停

詳細は、協会ニュース 2月号同封のチラシをご覧ください。

＊２９－１２月ガイド実施報告(敬称略)

  月        総件数   件  案内   客様数      名 派遣   数    名   

★12/1 金 13:30-16:15 ﾜｰﾙﾄﾞﾂｱｰｻｰﾋﾞｽ 高木地区社会福祉協議会 24 名（観光ﾊﾞｽ）

利晶の杜・南宗寺・伝産会館

ｶﾞｲﾄﾞ：川上由

【一言】西宮市の婦人中心の団体でした。大変熱心に説明を聞いて頂き、帰りには「また是非とも堺に来
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たい！」と言われて、沢山のお土産を買って帰路に就かれました。

★12/1 金 8:45-13:50 町田市観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会 町田茶道会 22 名（観光ﾊﾞｽ）

南宗寺・仁徳陵・伸庵/黄梅庵・博物館・ｻｶﾞﾐ堺・伝産会館

ｶﾞｲﾄﾞ：大北

【一言】1 泊 2 日で堺観光に来られた。全員が茶道師範。2 日間あれば十分な堺観光が出来ると思って来

堺されましたが、「全然足りない。また来たい」のお言葉を頂きました。お茶会用の和菓子を沢山買われ

ていました。

★12/1 金 9:00-12:30 21 大都市商工会議所 組織強化担当部課長会議 21 名（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ）

仁徳陵・博物館・利晶の杜・伝産会館

ｶﾞｲﾄﾞ：大橋

【一言】世界文化遺産登録国内推薦の百舌鳥古墳群を見学することが最大の目的です。拝所前で神々しい

雰囲気に浸られた後、博物館での VR 体験に驚きを抑えた歓声が漏れ、1600 年前の百舌鳥古墳群築造当時

の CG にも強い印象を持たれたと思います。

★12/1 金 9:40-11:40 名鉄観光ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ部 DUFFY VIP 15 名（徒歩）

仁徳陵・日本庭園

ｶﾞｲﾄﾞ：高田

【一言】台湾の各地から来られたお客様でした。12 月に入り、日本庭園では菊に代わって紅葉が見頃とな

り、皆さん興味を持って見ておられました。

★12/2 土 12:30-15:00 阪急交通社 百舌鳥古墳群を巡るﾊｲｷﾝｸﾞ 300 名（定点）

展望ﾛﾋﾞｰ

ｶﾞｲﾄﾞ：浅川

【一言】阪急交通社主催のｳｫｰｷﾝｸﾞ。朝、ﾆｻﾝｻﾞｲ古墳をｽﾀｰﾄし、百舌鳥八幡宮、御廟山古墳、いたすけ古

墳、履中天皇陵古墳、仁徳天皇陵古墳、反正天皇陵古墳、方違神社を廻り、堺市役所をｺﾞｰﾙにする 11km

を歩く企画に、1,300 人が参加されました。展望ﾛﾋﾞｰまで来られた関西各地からの参加者（並ばれた方とﾌ

ﾘｰの方）に、今日、歩かれた所を見てもらい、古墳の話だけでなく堺の見どころも紹介しました。

★12/3 日 10:30-12:30 （公社）堺観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会 JR 百舌鳥古墳群めぐり 6名（徒歩）

御廟山古墳・いたすけ古墳・履中陵・平成の森・七観音古墳・旗塚古墳・ｸﾞﾜｼｮｳ坊古墳・孫太夫山古墳・

仁徳陵

ｶﾞｲﾄﾞ：國領

【一言】神戸市、大阪市、堺市からそれぞれ 1 名と 27 期研修生 3 名の参加でした。堺市の女性は仁徳天

皇陵古墳の近くにお住まいで、古墳の事を知りたくて参加されました。ｺｰｽの終盤ではかなりの事を覚え

られ、完全に古墳愛好家になっておられました。終了後 3 名は堺市博物館へ行かれるようでした。

★12/3 日 9:40-11:30 いすゞ旅行 道鵜町自治会 24 名（観光ﾊﾞｽ）

展望ﾛﾋﾞｰ・清学院・鉄砲鍛冶屋敷・水野鍛錬所

ｶﾞｲﾄﾞ：岡本匡

【一言】高槻市の自治会の方々。展望ﾛﾋﾞｰからの景観に感動。水野鍛錬所でのお話に感激されていました。

午後からは博物館とさかい利晶の杜へ行かれるそうです。

★12/3 日 10:20-16:05 ゆうゆう会 歴史散歩の会 24 名（ﾌﾘｰﾁｹｯﾄ）

博物館・仁徳陵・宿院頓宮・開口神社・晶子生家跡・利晶の杜・利休屋敷跡・展望ﾛﾋﾞｰ

ｶﾞｲﾄﾞ：松本潤

【一言】富田林市からの親睦で来られた方々。50 歳代から 80 歳代まで。「さかい最高きっぷ」を利用され、

移動はまち旅ﾙｰﾌﾟ、阪堺電車、ｼｬﾄﾙﾊﾞｽを利用。住吉祭礼図屏風を博物館、さかい利晶の杜、堺市役所玄

関の 3ｶ所で鑑賞。天気も良く時間通りに見学出来て喜んで頂きました。

★12/4 月 10:00-16:00 ﾜｰﾙﾄﾞﾂｱｰｼｽﾃﾑ 長田町老人ｸﾗﾌﾞ連合会 51 名（観光ﾊﾞｽ）

利晶の杜・展望ﾛﾋﾞｰ・仁徳陵・大寺餅・妙國寺・伝産会館
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ｶﾞｲﾄﾞ：小出・山下昇・辻・箕野

【一言】10 月の台風で延期になったﾂｱｰでした。皆さん和やかな雰囲気で堺を楽しんで頂きました。

★12/4 月 8:50-9:40 JTB 東北奥州支店 岩手県立釜石高等学校 28 名（定点）

展望ﾛﾋﾞｰ

ｶﾞｲﾄﾞ：柴田友

【一言】皆さん大人しい高校生で、熱心に古墳を中心に説明を聞いて頂きました。あいにくの朝霧で見通

しが悪かったですが、なんとかあべのﾊﾙｶｽが見え、喜ばれました。

★12/6 水 14:00-16:40 福井県立敦賀高等学校 104 名（定点）

展望ﾛﾋﾞｰ

ｶﾞｲﾄﾞ：戒田・桧垣・上野・平野

【一言】沢山の若い人に囲まれて楽しい時間を共有できました。「堺に大きな古墳が沢山あるのはどうし

てですか？」「与謝野晶子の生まれた年は？」など質問も多く、ｱﾙﾌｫﾝｽ・ﾐｭｼｬに関心のある女生徒もいま

した。皆さん熱心に聞いて頂きました。若い笑顔いっぱいのお別れでした。

★12/7 木 10:00-11:30 JTB 九州鹿児島支店 種子島中央高等学校 24 名（徒歩)

博物館・仁徳陵

ｶﾞｲﾄﾞ：西川

【一言】種子島からの修学旅行。堺観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会の前田会長が出迎え、博物館では白神課長が VR 体

験ﾂｱｰ開始前に挨拶されました。生徒さん達に堺と種子島の関係等、ｶﾞｲﾄﾞの説明をしっかりと聞いて頂き、

ささやかな交流が出来たと思います。

★12/7 木 12:40-15:30 堺観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会 第 17 回企画ﾂｱｰ 29 名（徒歩）

堺泉酒造・神明神社・旭館跡・龍神堂・開口神社・超善寺

ｶﾞｲﾄﾞ：西本・浅倉

【一言】ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙは「堺の酒の歴史をたどる 酒蔵体験」。堺泉酒造では 2 種類の飲み比べの試飲に、大満

足でした。開口神社では商店街活性化の映像取材に遭遇。参加者 29 名はｴｷｽﾄﾗで少しは役に立てたかな？

★12/7 木 10:00-16:00 上野芝中学校 150 名（定点）

南宗寺

ｶﾞｲﾄﾞ：宮尾・中村博

【一言】上野芝中学校 1 年生の校外学習で、毎年この時期に行われています。8班に分かれて、お茶の体

験と境内の案内を交互にしますが、ｸﾗｽ毎に反応の仕方が当然のことながら違う事に感じ入りました。生

徒達にはﾃｰﾏが与えられ熱心に聞いて頂きましたが、家康の話より八方睨み龍の方が面白かったようでし

た。前後して大仙公園内の日本庭園と自転車博物館にも行かれるそうです。

★12/7 木 9:45-16:00 名鉄堺 着地型 晶子の歌碑めぐり 6名（徒歩）

利晶の杜・宿院頓宮・晶子生家跡・開口神社・浪花亭・泉州庵・泉陽高校・妙國寺・本願寺堺別院・覚応

寺・茶寮つぼ市・水野鍛錬所・薫主堂

ｶﾞｲﾄﾞ：谷﨑

【一言】東京、大阪、堺の人が参加。最近、東京から引っ越して来られた方が、お昼には同じﾃｰﾌﾞﾙを囲

んですっかり打ち解けておられました。「歌碑めぐりは、今日の誕生日に限った事ですか？」と聞かれま

した。茶寮つぼ市では、お茶をされてゆっくり過ごされ、お土産も皆さん手にしておられました。

★12/8 金 7:30-9:00 東武ﾄｯﾌﾟﾂｱｰｽﾞ飯田 長野県飯田高等学校 207 名（徒歩）

仁徳陵・大仙公園内古墳めぐり

ｶﾞｲﾄﾞ：小川喜・平木・井藤・寺口・木村義・稲田

【一言】高校生の修学旅行。九州からﾌｪﾘｰで早朝に南港に到着されました。引率の若い先生と高校生たち

は、拝所前で古墳の前方部を見て「わぁ～すげえ～大きい」と目を輝かせて感歎していました。この後、

USJ へ行かれました。
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★12/8 金 10:30-12:00 富山県立入善高等学校農業科 28 名（定点）

府大植物工場

ｶﾞｲﾄﾞ：寺口・高田

【一言】富山の県立高校農業科 2 年生の生徒さん。植物栽培については我々より知識があると思われまし

たが、真剣に話を聞いてくださいました。付き添いの先生が液体肥料（水溶液）の中で育てているﾄﾞｼﾞｮｳ

に関心を持たれました。多くの質問があり事務所の方に助けて頂きました。

★12/8 金 10:00-11:30 農協観光岐阜 静里農事改良組合長会 9 名（定点）

府大植物工場

ｶﾞｲﾄﾞ：西本

【一言】JA 西美濃の企画。3 年前にも他の団体を案内して来られている。今回は新しい知識を広く紹介し

たいとの思いがあり、3 年前より進化した府大植物工場に、次への期待を持たれたようです。

★12/8 金 13:30-14:40 KNT 福知山 京都共栄学園中学校 41 名（観光ﾊﾞｽ）

展望ﾛﾋﾞｰ・仁徳陵

ｶﾞｲﾄﾞ：濱田・桧垣

【一言】中学 1 年生の皆さん。中学生らしくはしゃぎながらも古墳の説明などよく聞いてくれました。「御

陵の水は腐ってないですか」と質問があり水の流れをお話しました。

★12/9 土 11:15-14:30 福鉄観光社 行くなら今！世界文化遺産国内推薦決定 38 名（観光ﾊﾞｽ）

展望ﾛﾋﾞｰ・仁徳陵・大仙公園

ｶﾞｲﾄﾞ：澤井・藤井安

【一言】ご高齢の方々でしたが、仁徳天皇陵古墳を一周して、その大きさに驚かれていました。古墳群に

堪能され「間違いなしに世界文化遺産になるよ！」とのお言葉を頂きました。

★12/9 土 9:00-10:15 関西学院大学国際学部 24 名（定点）

展望ﾛﾋﾞｰ

ｶﾞｲﾄﾞ：川上浩

【一言】大学の国際学部の「観光と地域」講座の受講学生に、堺の観光の施策と観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会の関連、

さらにｼﾋﾞｯｸﾌﾟﾗｲﾄﾞの醸成について、展望ﾛﾋﾞｰでﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ。多くの質問を受けながら、研究ﾚﾎﾟｰﾄを書く

お手伝いをしました。終了後は個々に堺の観光ｽﾎﾟｯﾄへ立ち寄られました。

★12/10 日 10:30-12:30 （公社）堺観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会 JR 百舌鳥古墳群めぐり 16 名（徒歩）

御廟山古墳・いたすけ古墳・履中陵・平成の森・七観音古墳・旗塚古墳・ｸﾞﾜｼｮｳ坊古墳・孫太夫山古墳・

仁徳陵

ｶﾞｲﾄﾞ：山田豊

【一言】名古屋から 4 名、高槻・神戸・熊取から各 2 名、大阪市内から 6 名と大勢の参加者でｶﾞｲﾄﾞに力

が入りました。天気も良く、明るいお客様方で、楽しく案内出来ました。

★12/10 日 9:30-11:40 日本旅行岐阜教育旅行 黄色い鳥の会 12 名（観光ﾊﾞｽ）

展望ﾛﾋﾞｰ・利晶の杜

ｶﾞｲﾄﾞ：土山

【一言】岐阜からの現職校長の方々で、熱心に見学されました。堺の歴史を再認識できたとのことでした。

★12/10 日 12:30-14:00 姫路市教職員 OB 会 ひめじ悠々会 14 名（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ)

利晶の杜・利休屋敷跡・仁徳陵・博物館

ｶﾞｲﾄﾞ：森口

【一言】姫路市の校長先生 OB 会の皆さんで、青春 18 切符を利用され、初めて堺に来られました。短い時

間での案内でした。

★12/12 火 12:20-16:15 いずみの観光 岸和田市民児協高齢者福祉部会 26 名（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ)

利晶の杜・伝産会館

ｶﾞｲﾄﾞ：浅川・中村博
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【一言】2 つのｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれての案内でした。午前中の ATCｴｲｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰを見学後に堺に来られました。

熱心に説明を聞いて頂き、お土産も沢山買って下さり感謝です。

★12/13 水 13:30-17:20 大阪府高齢者大学校 中世科 日根野荘と自由都市堺 45 名（観光ﾊﾞｽ）

利晶の杜・利休屋敷跡・開口神社・小島屋・南宗寺・仁徳陵・博物館

ｶﾞｲﾄﾞ：土井・上野

【一言】高齢者大学校のことや、ここへ来られるまでの前行程などを調べ、下準備をしてお迎えしました。

皆様、大変勉強熱心で難しい質問もありました。南宗寺と博物館では、閉門、閉館時間ぎりぎりでしたが、

博物館では古墳ｼｱﾀｰも見て頂きました。

★12/13 水 10:00-15:20 大阪府高齢者大学校 大阪の歴史探訪科 43 名（徒歩）

展望ﾛﾋﾞｰ・妙國寺・伝産会館・晶子生家跡・木曽路・利休屋敷跡・利晶の杜・南宗寺

ｶﾞｲﾄﾞ：森口・荻野・丸山・田辺

【一言】高齢者大学校の授業の一環として堺に来られました。5 時間近くの行程を無事完歩。歴史好きな

皆様、各訪問先でも移動中でも熱心、且つ賑やかに盛り上がりました。

★12/14 木 10:15-11:20 JTB 九州教育旅行ｾﾝﾀｰ 長崎県立天草拓心高等学校 27 名（定点）

府大植物工場

ｶﾞｲﾄﾞ：高田

【一言】農業の勉強されている生徒さん達でした。途中で天草出身の府大の准教授が挨拶に来られました。

★12/14 木 13:30-15:00 吹田市人権啓発推進協議会 33 名（定点）

府大植物工場

ｶﾞｲﾄﾞ：松井・新井

【一言】皆さん全員が説明にしっかりと耳を傾けて下さいました。女性の方が多く、ﾚﾀｽをお土産にと思

われていましたが、市場価格の高騰で外注が多くなり、在庫がなく残念がられていました。

★12/14 木 9:50-12:50 堺山之口連合商店街振興組合 10 名（徒歩）

みくにん広場・磐媛歌碑・平成の森・履中天皇陵古墳ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ・旗塚/ｸﾞﾜｼｮｳ坊古墳・博物館・仁徳陵・

もず庵

ｶﾞｲﾄﾞ：川上由

【一言】打ち合わせと下見を重ねましたが、慌しい行程でした。博物館での VR 体験ﾂｱｰに間に合わせる為

に急ぎました。お客様は熱心な方でした。解散後のﾊﾞｽも予定時間に乗車され、ﾎｯとしました。

★12/16 土 10:00-12:30 大阪ｼﾆｱ自然ｶﾚｯｼﾞ 吟行部会 13 名（徒歩）

仁徳陵・大仙公園散策・博物館

ｶﾞｲﾄﾞ：井藤

【一言】午後から句会があるので、構想を練りながらの散策になりました。所々で句碑や歌碑を見つけ、

思い思いの感想を述べられたりして賑やかでした。

★12/16 土 14:00-16:10 日本旅行岐阜教育旅行 石神会 23 名（観光ﾊﾞｽ）

展望ﾛﾋﾞｰ・利晶の杜

ｶﾞｲﾄﾞ：松浦

【一言】岐阜からの若い先生方でした。展望ﾛﾋﾞｰから見た百舌鳥古墳群の巨大さに驚かれ、さかい利晶の

杜では、利休と晶子の説明を興味深く聞いて頂き、楽しんでおられました。

★12/18 月 10:30-12:40 名鉄観光ｻｰﾋﾞｽ 名鉄のﾊｲｷﾝｸﾞ 24 名（観光ﾊﾞｽ＋徒歩）

展望ﾛﾋﾞｰ・仁徳陵・大仙公園内古墳・履中天皇陵古墳ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ・いたすけ古墳・御廟山古墳

ｶﾞｲﾄﾞ：金谷・林茂

【一言】ﾊﾞｽの遅延で 30 分遅れでｶﾞｲﾄﾞ開始。全体的に駆け足となりました。寒さの中、百舌鳥古墳群め

ぐりﾊｲｷﾝｸﾞを楽しまれた様子でした。皆様、健脚で、午後は古市古墳群めぐりをされるとのことでした｡

★12/19 火 13:00-16:30 ﾃﾗの会 3 名（徒歩）

仁徳陵・百舌鳥八幡宮・高林家住宅・御廟山古墳・いたすけ古墳・履中陵・七観音古墳・旗塚/ｸﾞﾜｼｮｳ坊
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古墳・博物館

ｶﾞｲﾄﾞ：樽野

【一言】愛知県春日井市から来られた歴史好きのｸﾞﾙｰﾌﾟの皆さん。お会いした瞬間から和気あいあいとお

話ができ、楽しくｶﾞｲﾄﾞが出来ました。質問がどんどん出てきて、大きな古墳には感動され、小さな古墳

には「こんな古墳もあるのか」と驚いておられました。

★12/20 水 9:55-15:55 なら・観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会（朱雀） 75 名（観光ﾊﾞｽ）

展望ﾛﾋﾞｰ・晶子生家跡・南宗寺・利晶の杜・利休屋敷跡・ｼﾃｨH 青雲荘・仁徳陵・博物館・土塔・家原寺

ｶﾞｲﾄﾞ：野澤・柿澤・木村義・山田豊

【一言】奈良の観光ｶﾞｲﾄﾞをされておられる皆様。同じｶﾞｲﾄﾞ仲間でありﾏﾅｰを心得ておられました。行基

と民衆の力が結集して作り上げた土塔、「堺だけでなく国の宝です」と皆さまから言って頂きました。行

基を堺の先人に持ったことを改めて誇らしく思った一日でした。

★12/20 水 13:00-15:00 NPO 法人ｼﾆｱ自然大学校 ｶﾚｯｼﾞ部門 66 名（徒歩）

利休屋敷跡・武野紹鴎屋敷跡・少林寺・南宗寺

ｶﾞｲﾄﾞ：荒山・長江・浅倉・石川

【一言】前情報よりずっとお若く元気なお客様で、歩くｽﾋﾟｰﾄﾞは自然体で大丈夫でした。お客様との会話

や歩きながらのｶﾞｲﾄﾞは今後に生かしたいと思います。時にはｶﾞｲﾄﾞを励まして下さったり、「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲ

ﾄﾞをしてみようかな」と嬉しいお話もあり、楽しい出会いでした。

★12/26 火 9:30-10:40 （公財）堺市文化振興財団 5名（定点）

南宗寺

ｶﾞｲﾄﾞ：川上浩

【一言】ﾌｪﾆｰﾁｪ堺準備室の取材。情報誌創刊号発行の為の堺と南宗寺の案内とｲﾝﾀﾋﾞｭｰを受けました。

★12/26 火 15:00-15:30 日本旅行 SIK（岡崎市の小中学校の先生方） 33 名（徒歩）

仁徳陵・大仙公園

ｶﾞｲﾄﾞ：金谷・國領

【一言】堺に来られる前に、八尾空港からｾｽﾅ機で百舌鳥・古市古墳群を見られていました。上空からと

地上からとの見学で興奮されていたようです。遊覧飛行が強風のため予定の時間に飛べず、堺到着が当初

予定より大幅に遅れたことや、次行程の宇治平等院訪問の為、堺での時間が十分に取れなかったことを、

「申し訳ない」と、お客様が繰り返し詫びられ、恐縮しました。

★12/28 木 13:30-15:30 小林ﾌｧﾐﾘｰ 3 名（ﾀｸｼｰ＋阪堺電車）

旧堺燈台・利休屋敷跡・南宗寺・妙國寺・山口家

ｶﾞｲﾄﾞ：森口

【一言】芦屋市のご夫婦と東京から帰省されたお嬢さんの 3 人と、旧堺燈台で待ち合わせをしてご案内を

しました。奥様が観光で堺に来られたことがあり、見所があるとの事で、ご主人とお嬢様を連れて来られ

ました。皆様喜んでおられました。

＊１２月度 堺市博物館での「仁徳天皇陵古墳ＶＲ（ＶＲ体験ツアー）」担当ガイドとお客様数

日・曜日 1 金 2 土 3 日 5 火 6 水 7 木 8 金 9 土 10 日 11 月

ガ イ ド

氏 名

川上浩 柿澤 西井 川上由 藤井安 松井 野澤 木村義 西井 松井

川上由 玉置 細谷 川上由

お客様数 36 名 25 名 60 名 19 名 15 名 31 名 20 名 33 名 48 名 4 名

日・曜日 12 火 13 水 14 木 15 金 16 土 17 日 18 月 19 火 20 水 21 木

ガイド

氏 名

田辺 松井 川上浩 西本 奥野 松井 中辻 土井 藤井安 西本

川上由 土井

お客様数 11 名 26 名 32 名 23 名 47 名 47 名 6 名 11 名 26 名 21 名
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日・曜日 22 金 23 土 24 日 25 月

ガイド

氏 名

土井 中辻 木村義 川上由

川上由 細谷

お客様数 17 名 54 名 29 名 8 名

【一言】・開始後、遅れてお客様が入室。「途中でもいいから・・・」と言われたからとのことですが、

時間を守って来られているお客様には迷惑では？受付の対応判断が問われるところです。

・団体の見学の場合、アイデアレンズの装着に時間が掛かり、上映時間にしわ寄せを来すのでは？団

体見学にはこれらのタイムロスへの考慮が、VR担当者、ツアーガイド担当者に必要では？
・「ピントの調整は出来ないのですか？」の質問がありました。

・ 30分毎の上映を初めて実施。15時 30分の上映の際、タブレットに不具合が発生、充電必至とな
り、急遽コンセントに接続して復旧しました。タブレット充電状況は画面上では判らず、派遣スタ

ッフも困惑。30分毎の上映では、昼休みしか充電時間がなく、今後の対応が必要では？
・鳥取県の学校の先生から、「古墳が少ない県へ出張 VR上映はできないでしょうか？」の質問あり。

企画部ニュース

＊南海・歴史探ガイドウォーク

平成 30年度は、「幕末から明治への変革探求ガイドウォーク～その時、南大阪では何が起こってい
たのか？～」をテーマに展開します。第 1回は、5月 20日(日)、堺観光ボランティア協会が主担当で
開催します。

＊大阪・奈良歴史街道リレーウォーク

次回は 2月 14 日(水)、第 9 回｢ぐるっと外堀跡からめぐる郡山城天守台｣が大和郡山市観光ボラン

ティアガイドクラブの主催で開催されます。9時、ＪＲ大和郡山駅西口集合。第 10 回は 3月 24 日（土）、

堺観光ボランティア協会が担当で、「先人の知恵を感じながら 大和川堤防・流域を歩く」を開催し

ます。9時 30 分、地下鉄御堂筋線新金岡駅下車徒歩 5分の新金岡町ブリック公園集合で、大泉緑地、

長尾街道、大和川堤防、JR 浅香駅をめぐるコースです。

＊留学生対応

大阪大学の台湾留学生が、卒論に「堺市の観光ボランティアと観光」をテーマに選定し、当協会を

頼って来ました。さらに、3月 6日(火)に定点研修、3月 13 日(火)に定点でガイドを体験されます。

これらの対応は企画部がします。

定点ガイド部ニュース

＊「さかい利晶の杜」での腕章の着用は不要となりました

1 月 12 日(金)の「さかい利晶の杜」定例調整会議で、定点配置活動時の腕章着用が議論され、翌

日から、「さかい利晶の杜」での定点配置活動時の腕章着用は不要となりましたのでお知らせします。

＊展望ロビー踏台 ８台中４台が撤去されています

展望ロビーの引き出し式台は 8台中 4 台が撤去され、車椅子使用の方および小学生などへの景観が

それぞれに確保できるようになりました。従いまして今後、引き出し台の出し入れは不要となります。

現行活動マニュアルには「柱の隅の 8ヶ所にある引き出し台は、学童などの見学用で、取っ手を持っ

て引き出せば車椅子を挿入することができる」と記載していますが、全文を削除いたします。

＊自転車博物館ガイド勉強会を開催します

自転車博物館サイクルセンターにご協力頂き、毎年開催しています自転車博物館ガイド勉強会を、
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今年度は 3月 23 日(金)に開催します。10 時～12 時 15 分、会場は自転車博物館多目的ホールです。

25 期～27 期入会者を主な受講対象者とします。詳しくはニュース封筒に同封の案内チラシをご覧く

ださい。

＊山口家住宅の大黒柱について

山口家住宅活動日誌に「お客様より山口家住宅には大黒柱が 2本あるようになっているが、1本で

はないですかとの質問があり、困りました」との記載がありました。

これにつきまして、文化財課より以下回答を頂きました。

「中の間」と「北の間」の境の土間側の柱を、大黒柱と考えています。主屋の中心に近い位置にあ

る柱であること、土間と居室境で最も太い柱であることからです。ただし、安永 4年の大改修時に上

部を切断していると考えられることや、資料上、特に特定できたわけでもないので、断定はまだでき

ていません。

＊１月１５日（月）全体部会を行いました

下記は、観光案内所・定点の 12 月の「日誌」から抜粋したものを掲載しています。

Ａグループ（戒田 啓二）

＊堺市役所 21 階展望ロビー（担当：桧垣・平野）

・展望ロビーの 12 月ガイド客数は、昨年比 58%増でした。12 月 2 日は阪急トラピックスの団体が来

られ、「皆さんお集まりください。古墳の案内をします」と呼びかけ、合計 6回の案内をした。各

回 40 人が集まってくださり、古墳が堺に造られた理由や堺の伝統産業について、5～6 分で説明を

した。合計 240 人。

・札幌の女性。ミニツアーで東コースをご案内しました。「小学校の授業で堺の自慢を児童にします。

古墳は自慢できます」と言われました。

・名古屋のお客様は、昨日、堺が楽しかったので大阪に泊まり、2日連続で堺に来られたそうです。
うれしいですね。

＊堺駅観光案内所（担当：重永・今村）

・和歌山と大和郡山からの女性 2人をラジオ塔、蘇鉄山の一等三角点にご案内しました。お蔭山（御
影山）のお話に感激されました。⇒お蔭山（御影山）：当時の堺奉行は天保の飢饉（1833～1836）で

生活に苦しむ民衆に運河を開削し、土木工事の仕事を与えた。その開削の盛土できた丘。

・蘇鉄山山頂に自転車で登って来られた 60 歳代と思われる男性が、熱心に説明板を見ておられたの

で、ご案内しました。説明板の中で 6.97ｍと修正されている箇所は、元々は何メートルだったの

かとの質問に、「6.96ｍでした。さらにその前には 6.8ｍの時もありました」とお答えしました。

＊大仙公園観光案内所（担当：平木・堀・川上由）

・ 12 月の拝所前のガイド客数は昨年比 60%増でした。12 月 2 日には阪急トラピックスの 1,300 人参

加のウォーキングが開催され、午後 2時半頃には、多くの来客で賑わいました。一日のガイド客数

は 643 人でした。

・京都からのご婦人お二人。おもてなしチケットを購入することをお勧めして、堺の観光スポットを

紹介し、大変感謝されました。（おもてなしチケットは堺の観光案内所で販売しています。）

Ｂグループ（中村 博司）

＊さかい利晶の杜（担当：松村・柳）

・国際交流で来られているミャンマー、タイなどの留学生にプランシウス世界図を案内。ビルマとい
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う字を探し喜んでいただけました。

・天王寺方面から来られた家族 3人。空襲で焼失前のまち並み模型（ジオラマ）を見て、「こんな綺

麗なまち並みだったのにもったいないですね」と。この時から 10 年も経たずに（昭和 20 年の空襲

で）焼失したことを残念がられていました。

・大山崎からの男性。「昔、渡辺美佐子が主演した与謝野晶子の TVドラマを覚えています」とお話
しになっていました。⇒ＮＨＫドラマ「みだれがみ」昭和 42 年 4 月 3 日～昭和 43 年 3 月 25 日に放映

＊千利休屋敷跡（担当：辻・梅影）

・ソウルからのご夫婦。千利休に興味があったのでやって来たと言われ、写真を沢山撮っておられた。

また、小西行長にも興味があるとのことでしたので、神明町にある行長の碑を紹介したところ、

早速タクシーで行かれました。

・イギリスからの若い男性 1人と付き添いのファミリー男女 3人の計 4 人が来られました。幸い奥様

に通訳していただき、スムーズに案内できました。茶の文化に触れられて、喜んで頂きました。

・九州や各地から友人のご夫婦 4組。キャンピングカーで各地を観光旅行しながらここへ来られたと。
丸葉ヒイラギについての質問がありました。⇒モクセイ科の常緑小高木、花期は 11 月～12 月、白色

の小花を密生させます。

＊山口家住宅（担当：國領・石川）

・出雲古民家再生建築家グループの方は、「全国の古民家の多くを調べているが、商人が創った町で

100 万人に近い都市は堺だけ」と言われていました。

・母娘が来館。母親がかまど、引き戸、膳等を子供の頃の体験を思い出しながら娘さんに話しておら

れた。

・東京からの女性。コミック「セトウツミ」の実写版のロケ地を訪ねて堺へ来られた。描かれている

通りの家を発見。作者の苦心の意図が感じられ感激でしたとの事。

＊清学院（担当：澤井・林・佐野）

・奈良からの男性。何度かネパール、チベットに行かれているそうで、ネパールで河口慧海さんのこ

とを知り興味を持たれたそうです。またネパールに行くので慧海さんのパワーを頂きにここに来ら

ました。

・千葉県からのお客様。東京駅より在来線で 8時間掛けて大阪に。チベットで河口慧海を知り興味を
持ち堺に。先ず、生家跡に行き清学院に来られたとのこと。

Ｃグループ（大橋 昭夫）

＊南宗寺（担当：中西慎・上野・澤野）

・尾道市でイーハトーブを主催されている園山春二さん（絵描き）夫妻が来寺。八方睨みの龍をご覧

になり、「光の当たり具合で表情が変わり、京都と違って近くで見るので迫力がある。仏殿が簡素

で周りに何もないのが素晴らしい。また来ます」と言われました。

・松山から久しぶりに堺へ。お茶を習っているので、利休の供養塔を見たくて来寺。家康伝説、仏殿

の八方睨みの龍などに「知らなかった。歴史が変わりますね」と顔を赤くして喜んでおられた。

・奈良から男性 2人。案内のボランティアがいなければ 5分で帰るところだったが、ガイドしてもら

い室町末期～江戸時代の堺の様子がイメージ出来た。「歴史は勝者が作るので家康の墓は正しいか

も知れない」と言われました。

＊妙國寺（担当：小出・箕野）

・キングレコード専属、民謡梅若流、梅若朝琢（うめわかちょうたく）氏が来寺。30 年前に妙國寺

節をレコード化され、歌われたご本人です。発表会のプログラムに蘇鉄を掲載するとの事。
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・奈良県西大寺より。堺事件の切腹の候補として手を挙げ、27 人に入っていた田丸某の子孫の方。

堺事件の事を調べていて、このお寺にたどり着いたとの事。

・松阪市より男性。家康の本能寺の変の話を聞きに来たが、蘇鉄の話、堺の歴史全てに興味あり。堺

事件の話は、大きなリアクションがあり、楽しく案内が出来ました。

＊堺伝統産業会館（担当：奥野）

・ 12月 10日(日) 午後 3時頃から、「来館 100万人達成」のセレモニーがあり、堺市のご夫婦が
竹山市長から記念品を受け取られた。

・和菓子職人のビデオを見て、「この方のお店は何処ですか？」と尋ねられたが答えられず。

⇒ビデオに出演の和菓子のお店の商品は堺伝統産業会館でも販売していますので、分からない場合は遠

慮なく「堺いち」のスタッフに引き継いでください。

＊自転車博物館（担当：大橋・溝）

・アイルランドからの女性と堺市内の女性の 2人連れ。日本語教師と幼稚園の英語教師でともに自転

車好き。ガイド説明を聞いて部品の改良、材料の変化などがよくわかり、来館して良かったとの感

想を頂いた。

・堺の親子連れ。自転車乗り方教室に申し込まれ、自転車ひろばで練習して、1日で乗れるようにな
ったと喜ばれていました。

広報部ニュース

＊「公開講演会・シンポジウム」が開催されます

今年度の協会主催の公開講演会がまもなく開催されます。会員の協力もあり、多くのお客様から応

募を頂いております。今回は「百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産国内推薦決定記念」と銘打って、大

阪府立大学、関西大学名誉教授の宮本勝浩氏に講演をしていただきます。申込みされていない方で当

日参加を希望される方は、観ボラ・オフィスにご連絡ください。

日時：平成 30 年 2 月 15 日(木) 14 時～16 時 30 分（13 時 30 分開場）

場所：堺市総合福祉会館 6階大ホール

講師：宮本 勝浩氏（公財）堺都市政策研究所理事長

第 1部：基調講演「百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録による地元への経済的・文化的影響につ

いて」

第 2部：パネルディスカッション 宮本教授と狭間副市長、当協会川上理事長を交えた鼎談

尚、当日はビデオ撮影しますので、後日、ＤＶＤの貸出しも予定しています。

＊Ｊ：ＣＯＭ堺「堺シティレポ」２月の放送予定

堺市広報課より 2月のＪ:ＣＯＭ堺の「堺シティレポ」放送予定が入りました。放送された場所に

行く方法や概要など、問い合わせがあるかも知れませんので、注意して見ておいて下さい。

Ｊ：ＣＯＭ堺 11 チャンネル 15 時 00 分～15 時 15 分、22 時 15 分～22 時 30 分

※特別番組などで放送時間・内容を変更・休止する場合があります。

過去の番組は堺市のホームページでもご覧になれます（一部を除く）。堺市チャンネル（検索）

1月 27～2 月 2 日 みんなで支える堺の子育て (4)

3～9 日 備えよう 考えよう 地域の防災 (6)

10～16 日 泉北ならではのライフスタイル (6)

17～23 日 チャレンジし続ける堺のものづくり (5)

24～3 月 2 日 堺っ子を育む堺の教育 (5)
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＊２月度月間予定表 開始時間 場 所

 月 運営会議 14:00 堺市総合福祉会館 第 1会議室

 火       平成   年度予算会議 
9:30

   利晶 杜 講義室
13:00

 水       平成   年度予算会議 
9:30

   利晶 杜 講義室
13:00

 木
ツアーガイド部会議（見学可） 13:30 堺市総合福祉会館 研修室

定点ガイド部Ａグループ会議 9:30 堺市総合福祉会館

 金
定点ガイド部Ｂ・Ｃグループ会議 9:30 堺市総合福祉会館

企画部会議 10:00 堺市総合福祉会館 第 5会議室

  水

第  回大阪 奈良歴史街道       9:00   大和郡山駅西口集合

定点ガイド部全体会議（見学可） 9:30 堺市総合福祉会館

研修部会議（見学可） 14:00 堺市総合福祉会館 第 4会議室

「さかい利晶の杜」定例調整会議 16:00 さかい利晶の杜

  木
公開講演会       14:00 堺市総合福祉会館 6階大ホール

「協会ニュース３月号」原稿締切り 広報部

  金

総務部会議（見学可） 10:00 堺市総合福祉会館 2階

事業部会議（見学可） 14:00 山之口プラザ

広報部会議（見学可） 14:00 堺市総合福祉会館 2階

  月 ＪＡ「ＣＲＯＰ」取材 西区平岡町 9:30 堺市西区平岡西口バス停集合

  火
       為   歩 勉強会 9:30 阪堺線綾 町電停集合

五者懇談会 10:30 堺市役所 観光部会議室

  金
堺事件    回忌  華美芝居公演 13:00 妙國寺

大仙公園周辺施設連絡会 15:00 花 緑 交流館

  土
第   回企画    桜井神社 荒山公園 梅林 10:00 泉北高速鉄道泉 丘駅改札前

「協会ニュース３月号」 印刷作業 10:00 観ボラ・オフィス

  日 「協会ニュース３月号」 発行作業 10:00 観ボラ・オフィス

  月 ＪＡ「ＣＲＯＰ」編集会議 14:00 山之口プラザ

  火
部長会議 9:30 サンスクエア堺 第 4会議室

阪堺線      勉強会 10:00 南海本線浜寺公園駅前集合

【予告 】

    利晶 杜 開館 周年企画 文化講話対談 天王寺屋 堺 3 月 11 日（日）

 全体研修会  戦国期 堺人物伝 牡丹花肖伯 中心   3 月 28 日（水）・ 30 日（金）

《インフォメーション》

＊語学同好会のご案内

「百舌鳥・古市古墳群」が世界文化遺産登録の国内推薦が決定しました。１年後と予想される世界

文化遺産登録に向けて学びましょう！

・英会話サークル 2月 14 日(水) 14 時から、堺市立国際交流プラザ 6階会議室で開催

・韓国語同好会 2月 1日(木) 9 時 50 分から、堺市立国際交流プラザ 6階会議室で開催

・中国語同好会 2月 15 日(木) 9 時 45 分から、堺市立国際交流プラザ 6階会議室で開催

※上記サークル等に参加希望の堺観光ボランティア会員は、直接、会場で申し込んでください。

《ガイド便利ＭＥＭＯ》

＊「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産登録推薦書のユネスコへの提出が閣議了解されました

大阪府、堺市、羽曳野市、藤井寺市で構成する百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議
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が、世界文化遺産登録に向けた取組みをすすめている百舌鳥・古市古墳群について、1 月 19 日の閣

議において、推薦書をユネスコへ提出することが了解されましたので、お知らせします。

【今後の予定】

2018 年 2 月 1 日まで ユネスコ世界遺産センターへ推薦書提出

2018 年 9 月頃 イコモス（ユネスコ世界遺産委員会の諮問機関）による現地調査

2019 年 5 月頃 イコモスによる評価結果の勧告

2019 年夏 第 43 回世界遺産委員会において審議

※堺市報道提供資料（平成 30 年 1 月 19 日）より抜粋

＊「史跡土佐十一烈士墓」現地特別公開始まる!! ［呉竹 正］

堺事件から 150年。堺市文化財課の許可が下り、期間限定で、当協会の妙國寺配置当番が、妙國寺
を拝観された方を限定で、宝珠院の「土佐十一烈士の墓」をご案内します。

期間は 1月 6日(土)～3月 31日(土)の土・日・祝日と 2月 5日(月）、2月 16日(金）、2月 23日(金）
です。読売新聞大阪本社堺支局の記者が、1月 14日(日）に、ガイド風景を撮影し、東京からのお客
様にインタビューしている記事が、1月 16日(火)の読売新聞朝刊大阪版に掲載されました。
※2月 23日(金）13時～16時に妙國寺で開催するイベント
「堺事件－平和を築くための国際理解－を紐解く・上方講談と法要」の申込み受付中です。

連絡先：電話 090－3844－7139（呉竹）、メールアドレス:tt.kuretake@maia.eonet.ne.jp

＊「大久保利通日記」から読み取る 大久保利通、税所篤そして堺 その２ [小川 正夫]

さて、「惜松碑」の次の堺訪問の証しが「百舌鳥八幡宮の扁額」で

すが、その裏面には、

内務卿全権弁理大臣

大久保利通卿 御筆

堺県令 従五位

税所篤 殿 御寄付

明治八年二月 百舌鳥

櫻 井 両社祀官 端森英雄

と記されてあり、大久保の「百舌鳥神社」の揮毫を税所が扁額とし

て百舌鳥八幡宮に寄付したことがわかります。大久保の揮毫が為さ

れた明治 8年の頃の時代背景を観てみましょう。
征韓論をめぐる政争で反対派を一掃した大久保は、国政の全権を

掌握するために、強力な権限を有する内務省という新たな機関を設

立し、内務卿として新政府のかじ取り役となり辣腕をふるいます。

「全権弁理大臣」というのは、外国との交渉で全権委任された特命

大臣ということですが、それは、「台湾出兵」の事後処理として清国

との外交交渉のため派遣された時に与えられた役職です。征韓論政争では、あれほど外征より内政の

充実を主張した大久保が、日本の漂流民（琉球人）が、現地人に略奪殺害された事件の台湾紛争では、

一転して征討軍の派遣を決めます。その為に征韓論政争で協力しあった木戸孝允は、西郷と同じく政

府を去り、長州に引きこもってしまうことになりますが、そこまでして台湾に出兵したのは、朝鮮の

宗主国である眠れるライオンの清と、朝鮮を狙う大国ロシアという両雄との衝突の危険性のある朝鮮

出兵ではなく、清国の統治の及ばない台湾なら組し易いという大久保の政治家としての怜悧（れいり

＝さとい）な計算があったのでしょう。

成立して間もない明治政府は、初めての海外出兵を強行し、難なく原住民を制圧しますが、鎖国か

ら目覚めたばかりの小国の軍事行動に対し、清国は強く反発し、台湾からの即時撤兵を要求します。
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この外交交渉の代表として明治 7年 8月に全権を担って大久保が清国に乗り込み、決裂の危機もあっ
た難しい交渉の結果、賠償金 5万両の支払いを清に認めさせ、11月末に帰国しました。交渉に於い
て、台湾原住民を化外の民（文化の外、中華文化の及ばない野蛮人）として責任を認めなかった清国

の態度が、後の日本の台湾領有に繋がっていくわけで、外交としては大勝利と言えるでしょう。

不平士族を救うために自らの命を捨ててまでも、朝鮮に侵攻しようとした心情家の西郷どん、内治

優先で海外派兵にあくまで反対した理性家の木戸と比べ、したたかな現実家としての大久保の違いが

現れています。

凱旋した大久保は、明治天皇からは賞賛され、国中の歓呼で迎えられましたが、税所も上京し、大

久保に祝杯をあげています。現実家大久保は、祝杯の美酒に溺れることなく、木戸の政府復帰の為の

工作にすぐさま取りかかり、岩倉具視や木戸と同じ長州人の伊藤博文と談合、祝いに駆け付けた税所

篤もその談合に参加したことが日記に記録されています。伊藤に木戸との会談の斡旋を依頼した大久

保は、朝廷には温泉で静養する旨届出、清国から帰国して一月足らずの 12月 24日に東京を出てひ
とまず大阪に向かいます。世に言われる「大阪会議」の始まりで、この最中に大久保と堺の 2度目の
出会いがあり、「百舌鳥八幡宮の扁額」へと繋がっていくのです。

＊「南国土佐十一烈士のふるさと訪問ツアー」参加者を募集中（「堺事件を語り継ぐ会」主催）

・日 時：3月 3日(土)～3月 4日(日) 要予約（先着 30 名）

・コース：堺市役所前集合→高知県立歴史民俗資料館→岡豊城址→五台山→桂浜（泊）

高知日曜朝市→高知城→高知城歴史博物館→ひろめ市場（昼食）

龍馬の生まれた町記念館→旧山内家下屋敷跡→はりまや橋→堺へ

・費 用：28,000 円（交通費と宿泊費のみ、昼食代別）

・申込み・問い合わせ先

電話 090－3844－7139、メールアドレス:tt.kuretake@maia.eonet.ne.jp （呉竹 正）

《トピックス》

＊堺の竹工芸展講演会 [小寺 諒一]

平成 30 年 1 月 6 日（土）午後 2 時から 3 時 40 分まで、さかい利晶の

杜 茶室において、「伝統の技、革新の表現～堺の竹工芸～」と題して、

世界的に有名な竹工芸家の四代目田辺竹雲斎氏の講演会が開催されまし

た。

40 名位の参加者の内、7割ほどは女性でした。

田辺竹雲斎氏は、竹を愛し、竹と語らい、竹を通して、竹工芸の世界

を未来につなげるよう精進されています。美しく、優しく、それでいて

ダイナミックな竹の魅力を引き出すよう、実演を交えて話されました。

田辺さんは東南アジアエリアに多く自生する竹でアート作品を制作し、

主として欧米に紹介され、世界を飛び回っておられます。ご家族も全員 四代目田辺竹雲斎作「流紋」

が竹のアーティストで、長男真人くん（5歳）が竹の種類を台本なしに説明した時は、会場の皆さん

から大きな拍手がありました。お母さんは自宅で竹工芸教室を指導されています。

竹製品は堺では、室町時代に茶の湯とともに盛んになり、茶道具のその優雅な形が重宝されている

ようです。

＊「新春まちなか福助人形展 笑門来福」オープニング・セレモニー [小寺 諒一]

平成 30 年 1 月 7日（日）午後 1時から、さかい利晶の杜 観光案内展示室において、「新春まちな

か福助人形展 笑門来福」の開幕を記念して、オープニングイベントが開催され、竹山堺市長や福助

(株)田坂社長からお祝いの挨拶があり、菅原神社の福娘さんらが華やかに会場を盛り上げました。
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福助人形展は１月７日(日)から１月 29 日(月)まで、山口家住

宅、清学院、堺伝統産業会館、さかい利晶の杜、堺市博物館な

ど 5ヶ所の会場で開催されます。また、ミニ福助展は、2月 14

日(水)～3月 4日(日)まで、堺市立みはら歴史博物館で開催され

ます。

福助人形は、幸福を招くとされる縁起物です。会場に来られ

る方々に福が訪れるよう願いを込めて飾られています。柔和な

笑みをたたえた表情から、皆さまも“福”をもらってください。

＊南海本線 浜寺公園駅舎が曳家工法にて移動されました ［吉田 栄次］

12月 18日、3回に分けて曳家工法にて移動していた浜寺公
園駅舎が、ついに元あった場所から 30㍍程南西に移動を終え
ました。

南海本線浜寺公園駅舎は、明治 40（1907）年に建てられ、
平成 10年、交通関係では大阪府下で初の国の登録有形文化財
に登録されました。また、日本最古の民営鉄道の駅舎ですが、

南海電車の石津川駅～羽衣駅間の連続立体交差事業の工事の

為、一時的に移動され、高架工事完成後は再び浜寺公園駅の

中心に戻されて、エントランスホールとして周辺と調和のと

れた姿になる予定です。

木造平屋建ての洋風建築で、現東京駅舎や大阪市中央公会堂の設計でも有名な辰野金吾博士が初め

て設計した駅舎で、東京駅の 7年前に完成しました。屋根の正面に見える「ドーマ（屋根窓）」や木
組の装飾模様が特徴とされ、当初はスレート葺きで屋根には塔屋や煉瓦造りの煙突が建っていたそう

です。内部には 1・ 2等客用として暖炉を設けた待合室も
あり、そこは近年、ステーションギャラリーとして親しま

れていました。

南海電車自慢の駅として急行列車も停車し、海水浴客の

為、浜寺公園駅折り返しの臨時列車も運行されていました

が、昭和 4年、鳳駅から阪和電気鉄道の支線が開通し、阪
和浜寺駅（現：東羽衣駅）が誕生したことにより、戦後は

急行列車停車駅は隣の羽衣駅へと移りました。昭和 32年、
堺市は「工業立市」として堺臨海工業地帯造成計画をスタ

ートさせたことから、海岸に防波堤が築かれ、浜寺水練学

校も昭和 38年からは大阪府営浜寺公園プールで開校するこ
とになりました。

尚、この駅舎は高架工事期間中、地元の人達が中心とな

った「NPO法人浜寺公園駅舎保存活用の会」によって、今
年 3月頃からギャラリー、カフェ、ミニ図書館などで活用
される予定です。

《あ・ら・かると》

＊堺市西区歴史探訪その８－幻の遺跡 四ツ池（下）－ ［谷川 正知］

協会ニュース 12月号（247号）に続いて、四ツ池遺跡についてご紹介します。
ここには縄文時代後期から続く連続した集落があることから、弥生時代前期において和泉地方では

最も古い集落だったようです。家は地面を少し掘り下げ、直径 5㍍位の円形の中心に炉があり、暖房
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や明かり、そして炊事に食事、眠るのもここで行われたと思われま

す。お墓（みな同じくらいの大きさ）は家の近くに穴を掘って作り、

死者を埋葬していたようです。これらのことから、リーダーはいて

も皆同じような暮らしをしていたようです。そして少し時が経過し

た頃には、１㎞以内に 3つの集落が生まれています。
弥生時代中期になると、周りの小さな村は消え、四ツ池の集落に

家が 100棟（住人は 300人程か）も立ち巨大化していきます。そ
して台地の南側には大きな溝を掘り、東は川、北・西は低湿地や崖

に囲まれた砦のような集落になっていきます。更に住居に大小が生

じ、溝で囲んだ方形の区画の中に大きな建物・神殿または首長クラ

スの特別の住居が生まれます。また特異なのは居住域とは別に墓域

が形成され（5箇所）、しかも方形周溝墓が出現して 10㍍ほどの小
さな群と 20㍍を越える規模の大きな群とがあり、副葬品にも数の
違いが生じています。

これらのことから、大きな自然災害が起きたか大きな争乱が起き

て、台地上の四ツ池に人々が集まってきたと考えられます。また住居や墓地に大小ができたことから、

住民の間に階層差が生まれてきたことがわかります。

後期に入ると大溝が埋められ、代わりに小溝が掘られ、台地上の集落は小さくなり、方形周溝墓で

の造墓も停止します。その代わり周囲に四つの集落ができ、これらのことから争いがなくなり、平地

の田に近い所にそれぞれ親しい人々が新しい村を作っていったのではないかと考えられます。

まだわからないことが沢山ありますが、四ツ池遺跡は弥生の全期間に亘って集落が営まれた貴重な

遺跡です。昭和 42年、国道 26号線の道路敷設計画が発表されると大きな保存運動が起りました。し
かし、浜寺中学校が建てられ国道 26号線やときはま線が開通し、宅地開発が進んだ今、遺跡があっ
たことが分かるのはフェンスに架けられた説明文と一つの碑

のみです。皆さんが浜寺中学校の辺りを通った時は、2千年以
上前からこの台地に人々が住み、お米作りや漁や狩りをしなが

ら生活していたことに思いを馳せて下さい。

尚、出土品は倉庫に保管され、博物館でも見ることはできま

せんが、浜寺中学校の玄関に一部展示されています。学校にお

願いすれば見せていただけます。

《ガイド便利ＭＥＭＯ》ＰＡＲＴ２

＊施設、店舗の２月の休館日(休業日)について

・山口家住宅・清学院 6日(火)、13 日(火)、20 日(火)、27 日(火)は休館

・堺アルフォンス・ミュシャ館

5日(月)、13 日(火)、19 日(月)、26 日(月)は休館 ※12 日(月・祝)は開館

・日本庭園 5日(月)、13 日(火)、19 日(月)、26 日(月)は休園 ※12 日(月・祝)は開園

・堺市博物館・伸庵 5日(月)、19 日(月)、26 日(月)は休館 ※12 日(月・祝)は開館

※ＶＲツアー・古墳シアターは、19 日(月)、26 日(月)は見ることが出来ます

・自転車博物館 5日(月)、13 日(火)、19 日(月)、26 日(月)は休館 ※12 日(月・祝)は開館

・堺伝統産業会館 無休です

・「さかい利晶の杜」千利休茶の湯館・与謝野晶子記念館・茶の湯体験施設

20 日(火)は休館

・「さかい利晶の杜」観光案内展示室 無休です

・大寺餅本店 13 日(火)、20 日(火)は休業

第 45地区中央部南調査区から見つか

った弥生時代前期の土壙墓



      法人堺観光      協会       月号     平成  年 月 日発行    号 

              平成  年  月度  活動実績 内容

 会員 活動実績  来客数実績 
正 会 員 数    名 定 点 案 内 所    件数

当 月 全 休 会 員 数   名 堺 駅 観 光 案 内 所   名

 会  員  活  動  参  加  数    名 市 役 所 展 望    

一    般      名

定点
案内所

定 点 案 内 所    名 学 童    先 生  名  

事 務 局     事 務    名 大 仙 拝 所 前      名

展 望     学 童     名 南 宗 寺    名

   活 動 小 計      名 山 口 家    名

         名 清 学 院    名

  他

会 議  研 修 会  勉 強 会    名 利 休 屋 敷 跡      名

     名 妙 國 寺    名

打 合       名 自 転 車 博 物 館    名

会 員 活 動  合 計      名 伝 統 産 業 会 館    名

利 晶  杜      名

   観 光    

   観 光         名   

  
   
   

堺 駅 観 光 案 内 所  名

市 役 所 展 望      名

大仙公園観光案内所   名

特 別 公 開   

来 客 数  合 計       名

当協会 創設 平成 年 月 
     千名

以 来  御 案 内 人 数 累 計

【編集後記】
  ニュース編集中に待ち望んでいた知らせが届きました。協会発足以来のガイドしたお客様人数が
２００万人を超えました、と。この数字は会員一人一人が積み重ねた「おもてなし」の数です。

  平成７年４月、一期生の先輩方から、平成３０年１月の新会員メンバーの活動まで。皆さんがご
案内したあの時のお客様もそうですよ。おめでとう！おめでとう！そして、「ありがとう」。次は
どんな朗報が聞かれるでしょう。                                 　  長江　幸代　記
                                                           

２月といえば「梅」
堺には梅の名所荒山公園が
あります。写真は昨年の梅
です。
今年も２月２４日、２５日
　　　３月３日、４日
　　（１０時～１５時）に
恒例の「梅まつり」が開催
されますので、是非行って
見ては如何でしょう・・・
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